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アクレックス №3700 ツバキ 
 

     アクレックス№3700 ツバキは天然椿油配合の屋内用水系ナチュラル仕上げ塗料です。 

     従来の水系塗料では乾燥が早い為に困難であったウェス等による拭取りが可能であり 

     オイルフィニッシュ調の仕上がりにより木材が持つ素材の美しさをより引き出すことが 

     出来ます。 

 

§ ホルムアルデヒド放散等級    Ｆ☆☆☆☆ W０１３４７ 

 

§ 特   長 

 ◎天然椿油配合のオイルフィニッシュ調仕上げ塗料です。 

 ◎水系塗料でありながら、拭取り性が良好です。 

 ◎一般的なオイル系自然塗料と違い、塗膜からのホルムアルデヒド放散等級が 

F☆☆☆☆レベルであり、「拭取ったウェス等による自然発火の恐れ」は 

ありません。 

 ◎乾燥が約４時間と早い※ので１日２工程が可能です。       ※自然塗料と比べて 

 ◎仕上りはベトツキ、もどりがなくサラッとした手触りが得られます。 

 ◎臭気が少なく作業中でも気になりません。  

 ◎厚生労働省「屋内空気汚染に係わるガイドライン」に適合し、トルエン・キシレン 

          などの指定１３物質を使用していません。                       

 

§ 用   途 

       壁、天井、腰板 等  屋内の木部全般への塗装 

       工芸品のような木製創作品などへの塗装 

  

§ 使 用 方 法 

 １．使用前によく撹拌して、中身を均一にして下さい。 

 ２．塗装前に、木材の汚れを除去し、ｻﾝﾄﾞﾍﾟｰﾊﾟｰによる素地調整を行って下さい。 

３．原液で塗装ができます。水での希釈も可能ですが、希釈しすぎると求める仕上り 

にならない事がありますのでご注意下さい。（希釈 10%までが目安です。） 

 ４．標準塗装回数は２回です。通常は２回とも塗布後にウェス等で拭取って仕上げ 

        ますが、１回目のみを拭取らないことでシットリ感をアップする事ができます。 

          （拭取らない場合は塗布量を少なくして下さい。塗布量が多いと乾燥が遅くなり 

           ２回目塗布後の拭取り時に取れてしまうことがあります。） 

 ５．着色仕上げをする場合は、ツバキ 100 に対して 10%を上限目安として 

        ｱｸﾚｯｸｽ№3000 ﾎﾟｱｰｽﾃｲﾝを混入して下さい。 

         

        

     【アドバイス】 

    ・塗布量が多めのほうが拭取り性は良好になります。 

   ・2 回目の塗布の際 、ツバキ１００に対して５％程度水を加えることで 

拭取り作業性 がより向上します。 

  ・テーブルの天板等仕上りが重視されると場所には塗装前の水引き研磨をお勧め 

          します。 毛羽立ちや吸い込みムラを大幅に抑えることができます。  

 

      ※ 水引き研磨  塗装面を水で濡らし、ドライヤーで乾燥させた後に研磨する方法 

 



§ 塗 料 性 状  

 

 

 

§ 乾 燥 性 目 安    

 

 塗 布 量    ５０ ｇ/㎡   

乾燥時間   ３～４時間 （気温/湿度、２０℃/５０％） 

   ※気温や材の種類等条件によって乾燥時間は変わりますので参考として下さい。  

 

 

§ 塗 膜 性 能 

 

項   目 結   果 条            件 
 

耐 酸 性 ○ 5%酢酸水      ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

耐アルカリ性 ×黒変 5%炭酸ﾅﾄﾘｳﾑ水  ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

耐 水 性 ○ 水道水        ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

耐アルコール性 ○ 60%ｴﾀﾉｰﾙ水     ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

耐 溶 剤 性 
○ 

△ 

塗料用うすめ液   ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

ｷ ｼ ﾚ ﾝ        ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

耐インキ性 黒× 赤× インキ        ｽﾎﾟｯﾄﾃｽﾄ 24 時間 

耐マジック性 黒△ 赤△ 24 時間後ﾍﾞﾝｼﾞﾝ拭取り 

耐クレヨン性 黒○ 赤○ 24 時間後ﾍﾞﾝｼﾞﾝ拭取り 

耐 湿 熱 性 ○ 
塗膜上に沸騰水を撒き、その上に 

300 ㏄沸騰水入りﾋﾞｰｶｰ ３０分放置 

                                      ※カバ合板 ２回塗装  ７日間乾燥 

 

 

 

 

 

 

 

外    観 乳茶褐色 カラータイプは各色 

粘    度 １９秒±２秒 №４ ﾌｫｰﾄﾞｶｯﾌﾟ / ２５℃ 

密    度 １.０５±０.０２ ２５℃ （ｳｴｲﾄｶｯﾌﾟ） 

保管安定性 異状なし ５０℃  1 ヶ月保管 



 

§ 塗 装 工 程   

 

１. オイルフィニッシュ調仕上げ 

 

工 程 使  用  塗  料 塗 布 量 備  考 

素地調整    Ｐ１５０ ～ P２２０サンドペーパー 

下塗り アクレックス№3700 ツバキ 50ｇ/㎡ 刷毛で均一に塗布して下さい。 

拭取り    ウェス等で塗布後すぐに拭取って下さい。 

乾 燥    ３ ～ ４時間 

研 磨   Ｐ３２０ ～ Ｐ４００サンドペーパーを軽くあて毛羽を取ってください。（省略可） 

上塗り アクレックス№3700 ツバキ 50ｇ/㎡ 刷毛で均一に塗布して下さい。 

拭取り    ウェス等で塗布後すぐに拭取って下さい。 

乾 燥    一晩養生 

  ※ 手触り感を上げる為には毛羽取り研磨を行ってください。 

  ※ 着色仕上げをする場合には、10%を上限としてｱｸﾚｯｸｽ№3000 ﾎﾟｱｰｽﾃｲﾝ を混入して 

    下さい。その際の研磨は色取れにご注意下さい。 

  ※ 塗布量は素材の吸い込み具合により大きく変わります。 又、乾燥時間は塗装状況によ 

    り変わりますので目安として下さい。 

 

 

２. オイルフィニッシュ調仕上げ（シットリ感アップ）  ; 下塗りのふきとりなし 

 

工 程 使  用  塗  料 塗 布 量 備  考 

素地調整    Ｐ１５０ ～ P２２０サンドペーパー 

下塗り アクレックス№3700 ツバキ 40～50ｇ/㎡ 刷毛で均一に塗布して下さい。 

乾 燥    ４ ～ ６時間 

研 磨 Ｐ３２０ ～ Ｐ４００サンドペーパーを軽くあて毛羽を取ってください。（省略可） 

上塗り アクレックス№3700 ツバキ 50ｇ/㎡ 刷毛で均一に塗布して下さい。 

拭取り    ウェス等で塗布後すぐに拭取って下さい。 

乾 燥    一晩養生 

  ※ 下塗りは塗布量を少なめにして下さい。塗布量が多いと乾燥が遅くなり２回目塗布後の 

拭取り時に取れてしまうことがあります。 

  ※ 手触り感を上げる為には毛羽取り研磨を行ってください。 

  ※ 着色仕上げをする場合には、10%を上限としてｱｸﾚｯｸｽ№3000 ﾎﾟｱｰｽﾃｲﾝ を混入して 

    下さい。その際の研磨は色取れにご注意下さい。 

  ※ 塗布量は素材の吸い込み具合により大きく変わります。 又、乾燥時間は塗装状況によ 

    り変わりますので目安として下さい。 

 



 

３. 着色クリヤー強靱仕上げ ； 着色剤として使用 

 

工 程 使  用  塗  料 塗 布 量 備  考 

素地調整    Ｐ１５０ ～ P２２０サンドペーパー 

着 色 

 ｱｸﾚｯｸｽ№3700  

     ﾂﾊﾞｷ  

 ｱｸﾚｯｸｽ№3000 

   ﾎﾟｱｰｽﾃｲﾝ 

40～50ｇ/㎡ 
刷毛で均一に塗布して下さい。 

※拭取ることもできます 

乾 燥    ３ ～ ４時間 

研 磨 Ｐ３２０ ～ Ｐ４００サンドペーパーを軽くあて毛羽を取ってください。（省略可） 

中塗り 
ｱｸﾚｯｸｽ№3400 

木部用ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ 
80～100ｇ/㎡ 刷毛で均一に塗布して下さい。 

乾 燥    ２ ～ ４時間 

研 磨    Ｐ３２０サンドペーパー 

上塗り 
ｱｸﾚｯｸｽ№3400 

木部用ｳﾚﾀﾝｸﾘﾔｰ 
80～100ｇ/㎡ 刷毛で均一に塗布して下さい。 

乾 燥    一晩養生 

  ※ 色が薄い場合には着色を２回にして下さい。その際２回目は必ず拭取って下さい。 

  ※ 中塗り、上塗りにｱｸﾚｯｸｽ№3405 木部用ｳﾚﾀﾝﾌﾗｯﾄを使用することで、艶消し仕上げにも 

    できます。 

  ※ 塗布量は素材の吸い込み具合により大きく変わります。 又、乾燥時間は塗装状況によ 

    り変わりますので目安として下さい。 
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§ 使用上の注意 

 

① 気温５℃以下での塗装や、多湿の際の塗装は乾燥時間が極端に遅れるだけで 

なく、仕上がりが問題となったり、求める塗膜性能が出にくくなる場合が有ります 

ので避けて下さい。 

 

② 本品は水系塗料ですので低温時には凍結します。凍結させますと外観が正常な 

状態に戻らなくなる可能性がある他、外観に問題がなくても塗膜性能が極端に低

下している場合があります。0℃以下の場所での保管を避け、凍結させないように

注意して下さい。又しっかりとフタをし、直射日光を避けたところに保管して下さい。 

      

③ 作業中や養生中はできるだけ換気を良くして下さい。上塗りの養生時にはゴミの 

付着には注意して下さい。 

  

④ 刷毛などの塗装器具は、乾かぬうちに水でよく洗ってください。乾いてしまうと 

水では落ちにくくなりますのでご注意下さい。その際はラッカーうすめ液等をお 

    使い下さい。 

 

⑤ 取り扱い中は、塗料ができるだけ皮膚に触れないようにし、必要に応じて保護具 

         等を着用して下さい。皮膚等に付着した場合には、多量の石鹸水で洗い落とし、 

         痛みまたは外観に変化があるときには、医師の診察を受けて下さい。 

 

⑥ 目に入った場合には多量の水で洗い、直ちに医師の診察を受けて下さい。  

    誤って飲み込んだ場合も、できるだけ早く医師の診察を受けて下さい。 

       

⑦ 子供の手の届かないところに保管して下さい。 

 

⑧ 残塗料及び洗浄廃液は、河川・下水などに捨てず、中身を使いきってから廃棄し 

    て下さい。 

 

                    

   更に詳細な内容が必要な場合には、安全データシート（ＳＤＳ）をご参照下さい。 


